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船舶インシデント調査報告書 

 

                              令和８年７月２９日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

インシデント種類 運航不能（機関故障） 

発生日時 令和８年４月１３日 １０時３０分頃 

発生場所 三重県南伊勢町贄
にえ

浦
うら

漁港南東方沖 

 贄浦港西防波堤灯台から真方位１２０°１,３００ｍ付近 

 （概位 北緯３４°１６.２′ 東経１３６°３４.１′） 

インシデントの概要  ミニボート（船名なし）は、航行中、船外機が停止して運転できな

くなり、運航不能となった。 

インシデント調査の経過  令和８年５月１日、本インシデントの調査を担当する主管調査官

（横浜事務所）を指名した。 

なお、後日、１人の地方事故調査官を新たに指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

ミニボート （船名なし）、総トン数なし  

 なし、個人所有 

２.４７ｍ×１.４８ｍ（サイドフロートを含む）×０.４７ｍ、 

ＦＲＰ 

ガソリン機関、船外機、１.４７kＷ、令和８年２月２日購入 

４サイクル、回転数毎分６,０００、１気筒、ボア４５.０mm、使用

燃料ガソリン、令和７年９月機関製造 

 （図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 乗組員等に関する情報 操縦者 ２０歳 

操縦免許 なし 

 死傷者等 なし 

  

           右舷側面                  船内（上方から見る） 

図１ 本船（海上保安庁提供） 
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 損傷 なし 

 気象・海象 気象：晴れ、風向 南東、風速 約１～２m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、波向 南、波高 約０.２～０.３ｍ 

 インシデントの経過  本船は、操縦者が１人で乗船し、釣りの目的で贄浦漁港南東方沖の

釣り場に向けて、令和８年４月１３日０８時００分頃同漁港の南側に

ある砂浜から出発した。 

 本船は、長さ３ｍ未満、かつ、機関出力１.５kＷ未満の船舶であ

り、船舶検査が不要な、いわゆる「ミニボート」であった。 

操縦者は、事前に入手していたミニボートに推奨される航行範囲の

情報を参考にして、自分で判断して海岸線から約１km 以内の場所を

釣り場として予定していた。また、自船の視認性を高めるために、事

前にインターネットで見たとおり、釣竿
ざお

を立て、その先端に赤色の旗

を掲げて本船を航行させた。 

 本船は、贄浦港西防波堤灯台を右舷方に、続いて南伊勢町槙ケ
ま き が

島を

見て通過し、釣り場を探して蛇行しながら約６～８km/h の対地速力

で東北東進中、１０時３０分頃船外機が停止した。 

操縦者は、船外機を再始動しようとしてリコイルスターターのロー

プを引いたものの、機関の駆動部が動かなくなって同ロープを引くこ

とができなかった。また、搭載していたオールで漕
こ

いだものの、風潮

流によって陸岸に近づくことができなかった。 
操縦者は、自力で帰航することができないと判断して、１１時０６

分頃１１８番通報を行って救助を要請した。 
（図２ 参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ インシデント発生場所概略図 
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 操縦者及び本船は、１１時５６分頃巡視艇の船上に揚収され、１２

時２５分頃南伊勢町奈屋浦漁港に搬送された。 
本船は、浸水、油の流出はなかった。操縦者は、海上保安官と共に

船外機を確認した結果、同機が停止したのはエンジンオイルが不足し

ていたので、 摺
しゅう

動部が焼け付き、固着した可能性があることが分 

かった。 

操縦者は、本インシデント当時、救命胴衣を着用していた。 

 その他の事項 

 

 

 

 

(1) 操縦者の乗船経験等 

① 操縦者は、令和８年２月、本船及び船外機の一式を購入し

た。 

  ② 本船購入後、初めて航行したのは３月下旬であって、船外機

の燃料油タンクに８ℓ程度を給油して約１０～１５分間の航行を

行い、同機の運転を確認した。本インシデント当日は、本船購

入後２回目の航行であった。 

  ③ 事前に運輸局のホームページ等からミニボートの航行に関す

る情報を入手し、ミニボートの性能上、海岸線から余り離れな

いなどの航行区域が制限されることは認識していた。 

(2) 操縦者による船外機の点検状況 

  ① 本インシデント当日、航行に当たり船外機の燃料油タンクの

油量を確認したのみで、エンジンオイル点検窓を見ていなかっ

た。また、国が定める発航前検査に準じた点検をしなかった。

なお、同機は、空冷式機関なので冷却水の排出確認は不要で  

あった。（図３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     本船の船外機                       （写真：海上保安庁提供） 

図３ 船外機のエンジンオイル点検窓 

 

エンジンオイル点検窓 

      ※油のレベルが確認できない 

エンジンオイルドレンプラグ 
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  ② 船外機購入時、機関内にはエンジンオイルが既に入っている

と思っていたが、同オイルが入っていなかったことを本インシ

デント後に知った。 

  ③ 船外機を購入した際、船外機製造会社の取扱説明書が同封さ

れていたが、点検整備の手順等を確認していなかった。本イン

シデント後にエンジンオイル点検窓を見て油量を確認すること

を知った。（表１参照）  

 

表１ 点検整備 

エンジンオイルの交換 

オイルが不足していたり、汚れている

と摺動部や回転部分の寿命をいちじるし

く縮めます。 

 

（交換のしかた（抜粋）） 

１ オイル給油口キャップを外し、エン

ジンオイル点検窓の上限まで新しいエ

ンジンオイルを注入します。 

２ 船外機を数回ゆすってから、エンジ

ンオイル点検窓の上限までエンジンオ

イルが入っていることを確認します。 

３ オイル給油口キャップを緩まないよ

うに確実に締付けます。 

 

 

 

 

 

(3) 船外機機関の潤滑 

   機関の主要駆動部は、ピストン、ピストンリング、連接棒及び

クランク軸から構成される。エンジンオイルが不足すると、金属

接触して摩擦が大きくなって過熱し、軸受等の摺動部に焼付きを

生じる可能性があり、運転ができなくなる。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

(1) 操縦者は、次のことから、本インシデント当日の出発時、船外

機のエンジンオイルの油量を確認しなかったものと考えられる。 

  ① 購入時、船外機に必要量のエンジンオイルが入っていると 

思った。 

  ② エンジンオイル点検窓で油量を確認することを知らなかっ

た。 

  ③ 購入後、初めて約１０～１５分間の航行をした時には、船外

機が運転できた。 

(2) 操縦者は、取扱説明書でエンジンオイルの油量確認等の点検整
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備の手順を確認していなかったことから、船外機の点検整備の理

解が不足していたものと考えられる。 

(3) 機関の主要駆動部は、エンジンオイルが不足する場合、金属接

触して摩擦が大きくなって過熱し、軸受等の摺動部に焼付きを生

じる可能性がある。 

(4) (1)～(3)から、本船は、贄浦漁港南東方沖を東北東進中、船外

機の運転ができなくなり、運航不能となったものと考えられる。 
(5) 操縦者は、ミニボートが海岸線から離れる距離が制限されるこ

とを認識して、本船が海岸線から１km 以内の場所にいたものの、

風潮流の影響を受けたことから、オールを漕いで自力で陸岸に戻

ることが困難な状況となったものと考えられる。 

原因  本インシデントは、操縦者が、船外機にエンジンオイルが充填され

ていると思い、出発前に同オイルの量を確認しなかったため、本船が

贄浦漁港南東方沖で東北東進中、機関に同オイルが入っておらず軸受

等の潤滑不良が生じ、船外機の運転ができなくなったことにより発生

したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・ミニボートの操縦者は、未使用の船外機を使う場合は、必ず事前

にエンジンオイルが入っているかを確認し、入っていない場合は

同オイルを入れること。また、発航前において、取扱説明書や同

封されている注意書きを参考にするなどして、エンジンオイル点

検窓で油量を確認し、要すれば給油を行うこと。 

・ミニボートの操縦者は、発航前、安全航行を確保するために小型

船舶の発航前検査に準じた船体及び船外機の点検を行うことが望

ましい。 

・ミニボートの操縦者は、船体の大きさ及び船外機の出力が制限さ

れていることから、気象海象条件によって安全な航行が制限され

ることを理解すること。また、常に海岸線からの距離に注意し、

船外機が使用できないなどの非常時には、オールを用いて自力で

帰航できる範囲内で利用すること。 

 


